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　4i年度は政党との関係から国会を検討してみた。お
よそ代議制に政党が不可欠であることはむしろ常識と
いうべく，議会制の発展も停滞もつねに政党のそれと
表裏の関係にある。それゆえ，政党の考察は憲法学に
とっても1つの重要なテーマである。
　政党の機能は国民と議会とを結合すること，いわゆ
る民意なるものを議会に供給する媒体たることであろ
う。社会の多元的意思を組織化し，統合化して1つの
国家意思にまで凝縮するための枠組・チャネルを提供
するものが政党である。そしてさらに，政党は国家権
力の掌握，自己のかかげる政策の実現を目標にたえず
権力への接近をはかる。それゆえ，政党は国民の支持
を獲得しうるかぎり公共的利益への奉仕をなす一方，
他党にたいしてはつねに闘争的である。ここに政党の
機能の一面がある。
　政党のこのような政治的重要性にもかかわらず，近
代国家は従来かならずしも正当な評価をあたえなかっ
た。議会主義イデオロギーの伝統は個人主義の基調か
ら党派的集団の拘束に反発したわけである。しかし政
党は前進した。個人主義の基調はやがてこの無視しえ
ない現実を黙認する限度で後退し，そして現代では議
会制の当然の前提条件とみなすこととなった。
　さて，法的観点から政党をみると，かなり非定型的
な存在であることがまず目につく。その実態・活動が
複雑であって，法的な枠組の中に把えることが相当に
困難である場合が多い。このため，大多数の国ではい
まだに憲法規定としては存在しないし，法律のレベル
のものも決して多くはない。よく引かれる西独基本法
21条はげだし例外的というべきであろう。
　日本では，憲法に規定がないのはいうまでもなく，
特別立法もわずかに一時立案の動きを見たにすぎない
が，しかし，政党的現実は，国会法の委員の各派割当
選任規定（46条），国家公務員法の人事官の資格要件規
定（5条4，5号），公職選挙法の経歴放送規定（15i条〉
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および参院全国区選出候補の掲示規定（ワ3条）など
・acつとに姿をあらわしており，さらにもっとも顕著な
ものとしては例の政治資金規正法がある。
　政党にかんする問題を議会主義との関係でとらえる
と，第1，権力と金による腐敗をどうチェックする
か，第2，代表機能の低下をどうするか，第3，党内
民主主義の破壊をどう阻止するか，といった点が重要
であろうQさらに，これらと関連して，圧力団体の問
題も無視でぎない。
　これらにつき，さらに研究をすすめることをねがっ
ている○
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